


















割合を 0(0％),1 (＜30％),2 (30-60％),3 (60％＜)の 4
段階に,染色強度を 0(陰性),1 (軽度),2 (中等度),3(高
度)の 4段階にスコア化した.両者の積を免疫組織化学




神経膠腫において nestinの IHCSは GBMで有意に高い
ことから (p＜0.05),nestinは GBMをAAS,AOA,AOL
と鑑別する際に有用と考えられた.また, nestinの IHCS
を 0－ 2, 3－ 9で 2群に分けて予後を比較すると,後者
が予後不良 (p＜0.003)であった.WHO grade III (AAS,






藤原 和之，???三輪 秀樹，??柿崎 利和??














































伊藤 謙治，?中島 欽一，?荒川 浩一?
滝沢 琢己?
（１ 群馬大院・医・小児科学）
（２ 奈良先端科学技術大学院大学バイオサ
イエンス研究科分子神経分化制御学講
座）
発生期の神経幹細胞における中枢神経系を構成する主
要細胞種 (ニューロン,アストロサイト,オリゴデンドロ
サイト)への分化能獲得の時期はエピジェネティックな
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